
別紙１　参考様式

１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

農地の賃借は農地中間管理事業を中心とし、担い手へ農地の集積・集約化を推進する

農業委員、農地利用最適化推進員と連携し、農地所有者と地区内の中心となる経営体の意向の把握に努め、農地
の利用調整を図る

（備考）

地区の農業者の過半数を超える６０％が７０歳以上の高齢者であり、アンケート回答者のうち地域内に後継者が
『いる』と回答した農業者は１４％にとどまるなど、担い手の不足が深刻な状況となっている。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

地区において担い手不足に対する『基本方針』としては、地権者と地区内の担い手が協議を行いながら次の手順で
担い手を探し農地の集積・集約化を行う
①地区内の中心となる経営体に耕作を依頼し、農地を集積・集約化する
②隣接する地区（市外を含む）の中心となる経営体に耕作を依頼し、農地を集積・集約化する
③新規就農者や企業など、地区との繋がりや農業経験は浅いが耕作意欲のある担い手に耕作を依頼し、農地を集
積・集約化する

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計 １９９．０ｈａ

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 ５９．６ｈａ

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 ５９．０ｈａ

①地区内の耕地面積 ６７９．０ｈａ

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 ３９７．５ｈａ

③アンケート回答者の地区内における７０才以上の農業者の耕作面積の合計 ３００．６ｈａ
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